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公園都市＊共生都市＊快適産業都市

明るく住みよい都
ま ち

市づくり
市長とまちづくりを語る会

かかみがはらっこ●動く市民教室
みんな集合●こあら会

クローズアップ●岩田鈔次さん
木曽川学入門●エビスグサ

各務原市の環境状況
もっと乗ろうよ「ふれあいバス」

【各務原の歴史散歩　城山】

木曽川の流れの中に峻
しゅんけん

険な姿をみせる城山。
その名のとおり、かつてはその山頂に城が
築かれ、近くには木曽川の渡し場が設けら
れていました。　　　　⇒詳しくは18ページ

市長からの手紙●神話が生きる国②



で
も
、
中
央
図
書
館
や
川
島
ほ
ん
の
家
な
ど
か
ら
取
り

寄
せ
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
を

巡
回
す
る
移
動
図
書
館
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

交
流
の
空
間
に
つ
い
て
は
、「
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
や

ま
び
こ
」
は
、
親
子
連
れ
の
図
書
館
機
能
が
メ
イ
ン
で

す
が
、
う
ぬ
ま
の
森
散
策
の
休
息
場
所
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
「
や
ま
び
こ
」
で
本
を
読
む

方
、
親
子
で
読
み
聞
か
せ
さ
れ
る
方
、
ま
た
多
世
代
間

の
交
流
の
場
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、会
議
・
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
は
、
近
隣
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
余

裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

音
楽
活
動
の
で

き
る
文
化
ホ
ー
ル

な
ど
、
ご
提
案
い

た
だ
い
た
新
た
な

空
間
は
そ
の
用
途

や
住
民
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
な
が
ら
、

市
全
体
の
エ
リ
ア

で
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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市
で
は
、
各
地
区
の
自
治
会
長
の
方
と
の
「
市
長
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」
を
は
じ
め
、
幅
広
い
公
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
会
場
で
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
の
中
か
ら
、
特
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
関
わ
り
の
深
い
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
長
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会

A　
鵜
沼
に
は
、
中
山
道
鵜
沼
宿
や
村
国
座
、
皆

楽
座
と
い
っ
た
農
村
歌
舞
伎
の
舞
台
な
ど
歴
史

的
建
造
物
が
集
ま
り
、
市
で
は
「
各
務
野
歴
史
街
道
」

と
名
づ
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
中
山
道
鵜
沼
宿
は
市
に
と
っ
て
重
要
な
歴

史
資
源
で
、
平
成
18
年
度
か
ら
5
カ
年
計
画
で
再
生
整

備
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
中
山
道
鵜
沼

宿
町
屋
館
、
宇う

る
ま
い
お
り

留
摩
庵
な

ど
を
整
備
し
、
今
年
5
月

に
は
中
山
道
鵜
沼
宿
脇
本

陣
が
オ
ー
プ
ン
。
今
年
度

中
に
は
（
仮
称
）
鵜
沼
西

町
交
流
会
館
や
中
山
道
の

道
路
改
良
事
業
な
ど
も
行

い
ま
す
。

A　
図
書
に
つ
い
て
は
、
市
図
書
館
5
館
で
は
、

各
館
の
特
色
化
を
図
る
た
め
、
所
蔵
し
て
い
る

本
の
種
類
を
分
け
て
い
ま
す
。「
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
や

ま
び
こ
」
内
に
あ
る
「
も
り
の
本
や
さ
ん
」
は
、児
童
・

乳
幼
児
図
書
が
中
心
で
す
が
、
大
人
向
け
の
一
般
図
書

も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
所
蔵
し
て
い
な
い
図
書

　

う
ぬ
ま
の
森
に

　
　
　

文
化
施
設
の
建
設
を

　

中
山
道
周
辺
の

　
　
　

交
通
環
境
の
改
善
を

　

中
山
道
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
速
度
の
抑
制
や
交
通

量
削
減
の
た
め
に
車
道
幅
員
を
狭
め
、
そ
の
空
間
を
利

用
し
て
、路
肩
に
趣
あ
る
水
路
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
国
道
21
号
の
鵜
沼
交
番
の
交
差
点
改
良
事
業
と

生
活
道
路
整
備
事
業
も
同
時
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ど
の
整
備
も
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
山

道
鵜
沼
宿
を
「
趣
あ
る
、
心
癒
さ
れ
る
町
並
み
」
に
す

る
た
め
、地
区
の
道
路
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲ もりの本やさん読み聞かせ会▲ もりの本やさん読み聞かせ会

〝
明
る
く
住
み
よ
い
各
務
原
を
め
ざ
し
て
〞

▲ 中山道の町並み▲ 中山道の町並み

Q　
鵜
沼
西
町
地
区（
中
山
道
）に
、
心
安
ら
ぐ
美

し
い
町
並
み
に
ふ
さ
わ
し
い
交
通
環
境
の
実
現

を
望
み
た
い
。

Q　
日
本
ラ
イ
ン
う
ぬ
ま
の
森
に
、
大
人
向
け
の

図
書
を
そ
ろ
え
、
交
流
の
空
間
を
併
設
し
た
施

設
や
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
を
望
み
た
い
。
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A　
新
境
川
の
桜
並
木
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
東

京
の
社
団
法
人
の
寄
附
を
受
け
、
植
樹
を
続
け

て
い
ま
す
。
現
在
、
木
曽
川
か
ら
の
総
延
長
は
百
十
郎

桜
を
含
め
15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
桜
並
木
は
日
本
一
の
桜
名
所
と
し
て
多
く
の
人
か

ら
親
し
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ご
提
案
の
蘇
原
北
部
地
区
は
、
加
佐
美
神
社
な
ど
の

社
寺
林
や
伊
吹
の
滝
、
風
情
あ
る
町
並
み
、
今
も
残
る

里
山
の
景
観
な
ど
自
然
環
境
に
優
れ
た
地
域
で
す
。

　

桜
回
廊
の
遊
歩
道
に
つ
い
て
は
、
大
島
橋
付
近
よ
り

上
流
を
対
象
に
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
岐
阜
県
と
協
議

　

桜
回
廊
 

 

を
市
民
の

　
　
　

健
康
づ
く
り
回
廊
に

A　
尾
崎
南
町
北
側
の
八
重
桜
並
木
は
、
団
地
造

成
時
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で
植
樹
さ
れ
、
現

在
春
に
は
見
事
な
桜
並
木
と
し
て
地
域
の
方
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、「
市
民
の
花
木
」と
し
て「
さ
く
ら
」を
選
定
し
、

今
年
4
月
の
「
桜
ま
つ
り
20
万
人
の
広
場
」
で
発
表
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
市
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る

花
木
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
桜
に
彩
ら
れ

た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
提
案
の
桜
並
木
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
住
民
の
交
流
を
図
る

こ
と
は
、
大
変
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
、
地
域
の

方
々
と
協
働
で
保
存
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

八
重
桜
並
木
の

   　
　

保
存
活
動
に
つ
い
て

A　
木
曽
川
河
川

敷
は
、
ラ
イ
ン

大
橋
か
ら
河
川
環
境

楽
園
ま
で
国
営
木
曽

三
川
公
園
各
務
原
緑

地
と
し
て
都
市
計
画

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
の
事
業
で
、

河
川
環
境
楽
園
か
ら

弥
平
島
ま
で
の
区
域

に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
サ

イ
ク
リ
ン
グ
に
活
用

で
き
る
園
路
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
よ
り
東
に
は
、

具
体
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤
労
青
少
年
運
動

場
か
ら
市
民
プ
ー
ル
な
ど
の
各
施
設
を
周
遊
で
き
る

ル
ー
ト
や
、
将
来
的
に
は
対
岸
の
愛
知
県
側
に
あ
る
国

の
各
施
設
と
の
周
遊
が
図
れ
る
ル
ー
ト
を
現
在
、
国
が

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
川
右
岸
の
整
備
を

▲ 新境川の桜並木道▲ 新境川の桜並木道

Q　
桜
回
廊
に
併
せ
、
蘇
原
北
部
地
区
に
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
で
き
る
遊
歩
道
を
整

備
し
て
ほ
し
い
。

Q　
木
曽
川
右
岸
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ど
が
で
き
る
道
路
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

Q　
八
重
桜
並
木
の
保
存
活
動
を
通
し
、
住
民
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
、支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

詳
細　

市
民
活
動
推
進
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
１
１
１
内
線
３
６
３
３

し
、
整
備
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
桜
並
木
と
遊
歩
道
の
整
備
を
通
じ
て
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
や
憩
い
の
場
所
と
な
る
よ
う
、
緑

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
は
景
観
計
画
の
重
点
風
景
地
区
の
「
木

曽
川
沿
い
地
区
」
に
指
定
さ
れ
、
木
曽
川
を
挟
ん
だ
対

岸
の
市
町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
自
然
の
保
全
を
行

う
、景
観
に
恵
ま
れ
た
地
区
で
す
。
整
備
に
つ
い
て
は
、

木
曽
川
を
眺
め
な
が
ら
自
然
や
景
観
を
楽
し
め
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
健
康
増
進
に
利
用
で
き
る
整
備
の
促
進

を
国
に
要
望
し
、
一
緒
に
な
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▲ 木曽川の風景▲ 木曽川の風景
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各
務
原
市
の
環
境
状
況

詳
細　

生
活
環
境
課

☎
０
５
８（
３
８
３
）４
２
３
２

　

市
内
主
要
河
川
で
工
場
、
生
活
排
水
に

よ
る
水
質
汚
濁
と
、
魚
類
な
ど
生
物
へ
の

影
響
の
状
況
を
監
視
・
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

21
年
度
は
、
水
の
有
機
的
な
汚
れ
具
合

を
示
す
指
標
で
あ
る
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
と
浮
遊
物
質
（
Ｓ
Ｓ
）

に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
観
測
地
で
環
境
基

準
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

水
中
の
汚
れ
（
有
機
物
）
を
分
解
す
る

細
菌
が
必
要
と
す
る
酸
素
の
量
。
数
値
が

高
い
ほ
ど
水
が
汚
れ
て
い
ま
す
。

　

水
中
に
浮
遊
す
る
物
質
量
。
数
値
が
高

い
ほ
ど
水
が
汚
れ
て
い
ま
す
。

　

河
川
の
自
浄
能
力
を

超
え
て
汚
濁
物
質
が
流

入
す
る
と
、
水
中
の
酸

素
が
不
足
し
、
魚
な
ど

生
物
が
住
め
な
い
河
川
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
汚
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま
川
に
流
さ

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

河
川　
す
べ
て
の
観
測
地
点
で
基
準
を
達
成

　

地
下
水
に
つ
い
て
も
、
市
内
全
般
で
水

質
の
監
視
・
測
定
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

測
定
の
結
果
、
硝

し
ょ
う

酸さ
ん

性
窒
素
お
よ
び
亜

硝
酸
性
窒
素
、テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、

四
塩
化
炭
素
の
３
項
目
に
つ
い
て
、
地
下

水
の
環
境
基
準
を
超
え
た
地
点
が
あ
り
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
地
下
水
の

監
視
・
測
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

濃
度
が
環
境
基
準
を
超
え
て
い
る
地
域

が
市
の
東
南
部
で
残
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
こ
の
地
域
の
大
き
な
広
が
り

は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

環
境
基
準
…
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
10
ミ
リ
グ

ラ
ム
以
下

　

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
は
、
那
加
地

区
の
１
地
点
で
環
境
基
準
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

環
境
基
準
…
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
０
．
０
１

ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

　

四
塩
化
炭
素
は
、
蘇
原
地
区
の
２
地
点

で
環
境
基
準
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

環
境
基
準
…
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
０
．０
０
２

ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

地
下
水　
地
下
水
質
の
監
視
・
測
定
を
継
続10

20

10

地下水中の硝酸性窒素の等濃度曲線
テトラクロロエチレン基準値超過地点
四塩化炭素基準値超過地点

　

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

生物化学的酸素要求量　　　    単位：mg/l

水域・地点 基準値 21年度 20年度
木曽川上流
（川島大橋） 2.0 以下 1.1 1.0

新境川上流
（東泉橋） 3.0 以下 2.9 3.0

新境川下流
（応連寺橋） 5.0 以下 2.3 2.7

新境川下流
（川島橋） 5.0 以下 1.3 2.2

境川上流
（岩地橋） 5.0 以下 1.2 2.0

※「ＢＯＤ 75％値」（全データのうち 75％以上の
データが基準値を満たすかどうかで評価）で判定

　

浮
遊
物
質

浮遊物質測定結果　　　　　    単位：mg/l

水域・地点 基準値 21年度 20年度
木曽川上流
（川島大橋） 25以下 2.8 2.3

新境川上流
（東泉橋） 25以下 4.2 3.3

新境川下流
（応連寺橋） 50以下 2.3 3.1

新境川下流
（川島橋） 50以下 2.6 5.9

境川上流
（岩地橋） 50以下 2.0 2.9

※値は各地点の平均値

　

き
れ
い
な
川
の
た
め
に

各務原市の地下水質図

　

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

　

硝
酸
性
窒
素
・
亜
硝
酸
性
窒
素

　

四
塩
化
炭
素
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大
気
汚
染
４
物
質
（
二
酸
化
硫い

お
う黄
、
二

酸
化
窒
素
、
光こ

う
か
が
く

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
、
浮

遊
粒
子
状
物
質
）
の
常
時
測
定
を
蘇
原
中

央
町
の
観
測
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
酸
化
硫
黄
は
燃
料
な
ど
に
含
ま
れ
る

硫
黄
分
の
燃
焼
に
よ
っ
て
発
生
す
る
無
色

の
気
体
で
す
。
刺
激
臭
が
あ
り
、
呼
吸
器

な
ど
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

観
測
の
結
果
、
測
定
値
の
年
平
均
は
20

年
度
同
様
に
４
ｐ
ｐ
ｂ
（
ｐ
ｐ
ｂ
＝
10
億

分
の
１
）
と
い
う
良
好
な
結
果
で
し
た
。

環
境
基
準
…
日
平
均
値
が
40
ｐ
ｐ
ｂ
を
越
え

た
日
が
２
日
以
上
連
続
せ
ず
、
か
つ
越
え
た

日
数
が
年
間
の
２
％
以
下

　

二
酸
化
窒
素
は
燃
料
な
ど
に
含
ま
れ
る

窒
素
分
の
燃
焼
で
発
生
す
る
赤
褐
色
の
気

体
で
、
二
酸
化
硫
黄
と
同
様
に
刺
激
臭
が

あ
り
、呼
吸
器
な
ど
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

観
測
の
結
果
、
年
平
均
値
は
７
ｐ
ｐ
ｂ

と
20
年
度
同
様
良
好
な
結
果
で
し
た
。

環
境
基
準
…
通
年
の
日
平
均
値
の
98
％
値
が

40
〜
60
ｐ
ｐ
ｂ
の
ゾ
ー
ン
内
ま
た
は
以
下

　

二
酸
化
硫
黄

　

二
酸
化
窒
素

大
気　
大
気
環
境
は
お
お
む
ね
良
好

　

紫
外
線
の
光
化
学
作
用
に
よ
り
、
大
気

中
の
炭
化
水
素
や
窒
素
化
合
物
か
ら
生
成

さ
れ
る
、
強
酸
化
性
物
質
。
目
や
の
ど
の

痛
み
を
引
き
起
こ
す
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

　

環
境
基
準
は
測
定
値
（
１
時
間
値
）
が

「
60
ｐ
ｐ
ｂ
以
下
」
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
12
月
・
１
月
以
外
は
環
境
基
準
を
超
え

た
測
定
値
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
ば
い
塵じ

ん

や

粉ふ
ん
じ
ん塵
な
ど
粒
子
状
の
物
質
を
浮
遊
粉
塵
と

い
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
大
き
さ
が
10
マ

イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
を
浮
遊
粒
子

状
物
質
と
い
い
ま
す
。

　

測
定
値
の
平
均
は
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ

た
り
23
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
で
、
環
境
基
準

の
「
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
１
０
０
マ

イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
以
下
」
を
大
き
く
ク
リ
ア

し
て
い
ま
す
。

　

大
気
の
観
測
の
結
果
、
大
気
汚
染
４
物

質
の
う
ち
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
み
、

環
境
基
準
を
達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
原
因
物
質
で
あ
る
排
ガ
ス
低
減
の
た

め
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　

浮
遊
粒
子
状
物
質

　

い
つ
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

（ppb）

二酸化硫黄　　・ニ酸化窒素　　
光化学オキシダント　　 の測定値 ・二酸化硫黄およびニ

酸化窒素の値は測定値
（１時間値）の各月ごと
の平均値
・光化学オキシダント
については午前5時～
午後8時の測定値に基
づいており、グラフの
値は当該月の測定値の
最高値

水
を
汚
さ
な
い

　

エ
コ
家
事
を
し
よ
う

　

か
つ
て
川
や
海
の
汚
れ
の
原
因
は
産

業
排
水
が
主
な
も
の
で
し
た
が
、
近
年

の
主
な
原
因
は
、
私
た
ち
の
家
庭
か
ら

流
さ
れ
る
生
活
排
水
で
す
。
生
活
排
水

は
各
家
庭
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け

や
工
夫
で
、減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

台
所
で
で
き
る
こ
と

○
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
を
流
さ
な
い

○
食
器
や
鍋
な
ど
の
ひ
ど
い
汚
れ
や
油

は
紙
な
ど
で
ふ
い
て
か
ら
洗
う

○
使
え
な
く
な
っ
た
油

を
流
し
台
に
流
さ
な
い

○
味
噌
汁
な
ど
汁
物
は
、

残
し
て
捨
て
る
こ
と
が

な
い
量
を
作
る

洗
濯
や
お
風
呂
の
時
に
で
き
る
こ
と

○
微
生
物
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
生
分

解
性
の
高
い
石
け
ん
や
無
リ
ン
洗
剤
を

適
量
使
う

○
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン
ス

の
適
量
を
守
る

○
風
呂
の
残
り
湯
は
、
洗

濯
、
掃
除
、
打
ち
水
な
ど
に
使
う× ×



ア
ン
ケ
ー
ト
で
、皆
さ
ん
の
思
い
が
明
ら
か
に
！

お
出
か
け
に
は「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」を
利
用
し
て
ね
。

　

市
内
を
走
る
ふ
れ
あ
い
バ
ス
。
昨
年
11

月
に
、市
民
の
方
２
０
０
０
人
を
対
象
に
、

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
利
用
目
的
は
、

市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
へ
の
利
用
が
一

番
多
く
、
次
い
で
通
院
、
買
物
、
鉄
道
駅

へ
の
交
通
手
段
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
「
利
用

者
が
い
る
な
ら
継
続
す
べ
き
」
と
い
う

意
見
が
約
45
％
、「
さ
ら
に
拡
充
す
べ
き
」

が
約
22
％
、「
現
行
程
度
で
よ
い
」
が
約

20
％
を
占
め
、重
要
な
交
通
手
段
と
し
て
、

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
役
割
の
大
き
さ
を
示
す

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
、
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
、
ふ

れ
あ
い
バ
ス
で
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

10
月
か
ら 

ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま
す

　

交
通
事
情
に
あ
わ
せ
、西
部
・
鵜
沼
線
の

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
行
の
一
部
区
間
で
、

10
月
１
日
か
ら
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
に
つ
い
て

■
路
線　

平
日
３
路
線
、
休
日
４
路
線

■
ダ
イ
ヤ

改
正
後
の
ダ
イ
ヤ
は
、
今
回
の
広
報
紙

に
折
り
込
み
の
「
各
務
原
ふ
れ
あ
い
バ

ス
停
留
所
・
時
刻
表
」、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
乗
車
料
金　

 

１
乗
車
に
つ
き
１
０
０
円
（
未
就
学
児

は
大
人
１
人
に
つ
き
２
人
ま
で
無
料
）　

詳
細　

商
工
振
興
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

９
９
１
２

▲新鵜沼駅で、磯貝さん親子
子どもが乗り物好きなので、バスだと
喜ぶんですよ。

▼三柿野駅で、山本さん・鬼頭さん
初めて乗りました。バスはキレイだ
し、とっても快適でした !

▼市民プールで、小学生
みんなでバスを待って
いる間も楽しいよ。

バス停で
聞いて
みました!!

も
っ
と
乗
ろ
う
よよ

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」」

西
部
鵜
沼
線

東
部
南
部
線

川
島
北
部
線

西
部
鵜
沼
休
日
線

東
部
南
部
休
日
線

川
島
北
部
休
日
線

循
環
休
日
線

ふれあいバス路線別
１日平均乗車数(人)

乗降調査の
結果で
わかった !!
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森　真

アンケートで、
休日の利用が少
ないことが判明
(右上グラフ )。

そこで、運転手さんおすす
めの循環休日線のモデルプ
ランをご紹介。「ぶらり、ふ
れあいバスの旅」はいかが。

文化・歴史コース アクティブコース

運転手さん
に聞いて
みました!!

※印のみ循環休日線左
回り。他は同線右回り。

※

※

～象徴天皇制～

神話が生きる国②

※

　

日
本
国
憲
法
は
そ
の
第
一
条
で
、

「
天
皇
は
、
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日

本
国
民
統
合
の
象
徴
…
」
と
う
た
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
最
高
法
規
に
う
ち
こ
ま
れ

た
の
は
現
行
憲
法
が
始
め
て
で
す
が
、

象
徴
天
皇
の
歴
史
は
長
く
、
そ
れ
は

こ
の
国
の
国
柄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
統
合
の
象
徴
と
は
、
政
治
権

力
で
は
な
く
「
権
威
」
で
す
。　

　

日
本
の
歴
史
上
、
天
皇
が
政
治
権

力
を
掌
握
し
て
天
皇
親
政
を
行
っ
た

期
間
は
、
天
智
・
天
武
・
持
統
天
皇

の
あ
わ
せ
て
36
年
間
、
平
安
京
を
つ

く
っ
た
桓
武
天
皇
の
25
年
間
、
後
醍

醐
天
皇
の
建
武
の
中
興
の
３
年
間
の

計
60
年
余
だ
け
で
す
。

　

建
国
以
来
の
長
い
日
本
の
歴
史
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
が
事
実
上
、
象

徴
天
皇
制
で
し
た
。
国
家
を
統
治
す

る
政
治
権
力
と
統
治
機
構
が
変
化
し

た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

君
主
が
統
治
権
を
保
有
し
て
い
る

が
、
そ
の
運
用
は
憲
法
に
従
う
と
い

う
諸
外
国
の
立
憲
君
主
制
と
は
異
な

り
ま
す
。

　

明
治
維
新
と
近
代
日
本
の
創
設
を

考
え
て
も
、
そ
の
底
辺
で
、
私
は
象

徴
天
皇
制
の
影
響
を
思
い
ま
す
。

　

清
教
徒
革
命
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
等

と
比
べ
て
、
ギ
ロ
チ
ン
や
虐
殺
も
な

く
、
ほ
と
ん
ど
無
血
革
命
で
し
た
。

　

先
進
諸
国
の
革
命
よ
り
は
る
か
に
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
質
的
変
化
の
高
い

革
命
で
あ
っ
た
明
治
維
新
が
成
功
し

た
の
も
、あ
る
い
は
終
戦
の
ご
裁
可

の
お
言
葉
を
考
え
て
も
、私
は
象
徴

天
皇
制
の
深
い
影
響
を
思
い
ま
す
。

　

象
徴
天
皇
制
は
日
本
の
国
柄
で
あ

り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
す
。

　

今
日
、
世
界
で
も
王
室
の
あ
る
民

主
主
義
国
は
、
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン

マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
、
ど
こ

か
落
ち
着
き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

過
日
の
天
皇
陛
下
ご
来
岐
の
折
、

送
迎
の
人
々
と
お
心
を
通
じ
合
わ
れ

る
お
姿
を
拝
見
し
感
動
し
ま
し
た
。
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　スローガンは「地域ぐるみで守ろう
お年寄りと子ども」。以下のことに注
意して、交通事故をなくしましょう。
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗
用中の交通事故を防止しましょう

9月 21日～ 30日は「秋の全国交通安全運動」
●全座席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用を徹底しましょう
●飲酒運転を根絶しましょう
詳細　総務課☎ 058-383-1111 内線
2223

　総合体育館・市民プールのト
レーニングルームの利用には、
講習会の受講が必要です。
【総合体育館】

日時　

△

10月9日（土）＝9:00～△

21日（木）＝13:00 ～

△

25日
(月) ＝ 19:00 ～
【市民プール】
日時　

△

10月8日（金）・
17日（日）=10:00～

△

13日（水） ＝19:00～
【共通事項】
対象　高校生以上
定員　各 30人（抽選）
費用　250円
申込　往復はがきに「住所、氏
名（ふりがな）、電話番号、性別、
生年月日（年齢）、希望会場と希
望講習日、トレーニング講習会
受講希望」と明記し、9月 30
日（必着）までに

△

総合体育館＝
〒 504-8555 那加桜町 1-69、
スポーツ課

△

市民プール＝〒50
9-0143 鵜沼小伊木町 4-300
備考　

△

はがき１枚につき１人△

申込少数の場合は中止するこ
とがあります
詳細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

健康増進パワーアップ
トレーニング講習会

日時　10月16日（土）18:30～
場所　緑陽中学校体育館（緑苑
北 1）
対象　市内在住、在勤、在学の方
種目　スポーツガラッキーなど
申込と詳細　9月29日までに、
各校区体育指導委員またはスポ
ーツ課☎ 058-383-1231

健康増進パワーアップ
軽スポーツ交流会

　「市の魅力再発見」をテーマ
に、市民公園を出発し、三井山
や学びの森など約 9㎞を歩い
て回ります。
日時　10月 9日（土）10:00 ～
場所　市民公園（那加門前町 3）
備考　

△

市民公園にグルメブー
スもあり

△

申込先着 200 人に
オリジナル缶バッジを贈呈
申込と詳細　（社）各務原青年会
議所☎ 058-383-3655

ふれあい
ウォークラリー2010

　入居者を随時受け付けしてい
ます。3カ月間家賃無料制度を
実施中（11 月 30 日までに入
居し、2年以上入居される方）。
場所　サニーハイツ花みずき（那
加西市場町 4）
建物　鉄筋コンクリート造・３LDK
費用　

△

家賃＝月5万5000円～
5万 6500 円

△

敷金＝家賃の 3
カ月分

△

共益費＝月4800円

△

駐車場代＝月 2600 円
備考　子育て・新婚支援家賃減
免あり
申込と詳細　県住宅供給公社☎
058-277-1051

サニーハイツ花みずき
入居者募集

交通事故発生状況
(前年比)

 人身事故     676 件     － 8 件
 死者　　　      3 人     － 2 人
 負傷者　     958 人   ＋ 34 人
 物損事故   3403 件  ＋ 166 件
 ( 平成 22年 8月 31日現在 )

　ルール説明やプレー体験など
初心者を対象にした教室です。
日時　10 月8 日（金）9:00～
11:00（雨天中止）
場所　各務原リバーサイド 21
（前渡西町）
定員　30人（申込順）
備考　

△

クラブとボールは用意
します

△
経験者や過去の受講者

はご遠慮ください
申込と詳細　9月30日までに直
接、リバーサイド21☎058-38
6-8722または施設振興公社（産
業文化センター 5階）☎ 058-
371-2846

パターゴルフ体験教室
（初心者対象）

日時　10月 3日（日）6:00 ～
場所　坊の塚古墳（鵜沼羽場町5）
備考　

△

小雨決行

△

草刈鎌など
はこちらで用意します　
詳細　市明るい社会づくり運動
協議会☎058-383-0868

文化財古墳の清掃

　手軽な日本料理を外国籍市民
の方と一緒に作ります。
日時　10月 3日（日）11:00～
15:00
場所　産業文化センター 4 階
料理室（那加桜町 2）
定員　日本国籍・外国籍の方、
各約 10人（抽選）
費用　500 円
申込と詳細　9月 24日（必着）
までに往復はがきかメールで
「住所、氏名、ふりがな、電話番号、
国籍、にほんりょうり」を明記し、△

メール＝kia@city.kakamiga
hara.gifu.jp

△

往復はがき＝〒
504-8555 那加桜町 1-69、観
光文化課内国際協会事務局☎
058-383-1426

国際交流
日本料理講座

広報かかみがはら 2010.9.15 8
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　あなたの部屋で眠っている本
で 1日だけの古本屋を開いて
みませんか。
日時　11月3日（祝・水）9:00～
15:00
場所　中部学院大学各務原キャ
ンパス（那加甥田町）
対象　

△

当日会場で店番のでき
る方 ( 複数名での交替制も可 )△

18 歳未満は保護者の同意書
が必要
店舗数　50店（申込順）
備考　

△

店のスペースは、各務
原にんじん出荷箱（24㎝×48㎝）
3箱まで（主催者が未使用のも
のを用意）

△

基本的に古本を出
品。全体の 4 割以下なら雑貨
なども販売可

△

搬入出は各自
申込と詳細　10月8日（必着）ま
でに「屋号（必ず）、氏名、住所、
年齢、電話番号、希望箱数」を明記
し

△
メール＝library@city.kakami

gahara.gifu.jp

△

往復はがき＝〒
504-0911 那加門前町 3-1-3
中央図書館☎ 058-383-1122

「一箱古本市」
出店者を募集します

　国の文化財「村国座」で子供
歌舞伎を上演します。練習を積
んだ子どもたちの大人顔負けの
演技をお楽しみください。
日時　10 月 9 日（土）、10 日
（日）いずれも 14:00 ～
場所　村国座（各務おがせ町 3）
演目　絵

えほんたいこうき

本太功記、
恋
こいびきゃくやまとの

飛脚大和往
おうらい

来、
一
いちのたにふたばぐんき

谷嫩軍記など
詳細　文化財課☎
058-383-1475

村国座子供歌舞伎

　紅葉と冠雪の穂高連峰など大
展望が楽しめる安房山（2219.4
ｍ）へ登ります。
日時　10月17日（日）　6:30～
対象　２時間程度の急な山登り
に耐えられる方
定員　15人（申込順）　
行程　岐阜各務原 IC～清美 IC→
安房峠・安房山→平湯の森（温
泉）→清美 IC～岐阜各務原 IC
費用　4000 円
持参品　行動食、非
常食、飲物、雨具、防
寒着、手袋など
申込と詳細　9月30日までに「住
所、氏名、年齢、連絡先」を明記し
ファクス　058-389-7044で各
務原山岳会・奥村☎090-7302-
2108

秋季山行
参加者を募集

　生
い の ち

命の森の北側に 1万㎡の
コスモス畑を栽培しています。
この畑で描いた絵や撮影した写
真を応募してください。
【絵画部門】

対象　中学生以下の市内在住者
規格　Ｂ判八つ切り画用紙に、
色鉛筆、クレヨン、水彩絵の具
などで描いてください
【写真部門】
規格　カラー・モノクロA4～
四つ切りワイド判、またはデジ
タル画像（2メガバイト程度）
【共通事項】
場所　生命の森（鵜沼朝日町 1）
北側
備考　優秀作品は展示、賞を贈呈
申込と詳細　10月9日～25日
（必着）に〒 460-0001 名古屋
市中区三の丸2-2-1、東海防衛支
局☎052-952-8223、写真部門
のデジタル画像はメールで info-
tokai@kinchu.rdb.mod.go.jp

写真展・絵画展
作品募集

　市の古い町並みや歴史遺産を
見学し、自分の住む町の歴史を
知ってみませんか。
日時　10月28日（木）8:45～
15:00
場所　埋蔵文化財調査センター、
中山道鵜沼宿町屋館・脇本陣、
学校給食センター（試食）、村国座
対象　市内在住の方
定員　25人（申込順）
費用　299円（試食代・当日支払）
備考　後日、感想文を提出
申込と詳細　10月１日までに市
民活動推進課☎058-383-1662

各務原の歴史を学ぶ
秋の動く市民教室

　11 月 28 日まで、「ベトナム
サーカス」と「世界サンドウィッ
チ紀行」を開催中。
備考　サーカスは毎週火曜日と
11月24日は休演（23日は公演）。
【秋のイベント特別入館割引】
期間　9月 15日～ 11月 28日
対象　各務原市在住の方（証明
できるものを持参。1人の証明
で 5人まで入館可）
料金　カッコ内は通常

△

大人
1200 円（1600 円）、65 歳以
上1000円（1200円）、高校生
800 円（1000 円）、小中学生
500円（600円）、幼児200円
（300 円）
詳細　リトルワールド☎0568-
62-5611

リトルワールド
イベントと市民優待
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【3D応用 Pro/E】
期間　9月27日～29日（3日間）
費用　7万 1400 円
【夜間10日コースWorks基礎 /
応用】
期間　9月 27日～ 10月 8日
費用　7万円
【航空機業界向V5実務】
期日　9月29日（水）、30日（木）
費用　4万 7600 円
【共通事項】
備考　▷費用は県内（大企業は
除く）▷市の補助制度あり
申込と詳細　VRテクノセンター
☎ 058-379-6370

テクノプラザ
ＣＡＤ研修

【日商簿記検定試験】
期日　11月 21日（日）
費用　1級7500円、2級4500円、
3級 2500 円、4級 1600 円
申込日　10月 1日～ 22 日
【ビジネス実務法務検定試験】
期日　12月 12日（日）
費用　2級6300円、3級4200円
申込日　9月28日～ 10月29日
【共通事項】
場所　産業文化センター ( 那加
桜町 2)
申込と詳細　各務原商工会議所
☎ 058-382-7101

各種検定試験

　市と商工会議所は、「各務原
キムチ」の材料となる野菜や、
新しい市の特産品となる野菜の
実験栽培に取り組んでいます。
　この実験農場で、野菜作りの
お手伝いをしてくださるボラン
ティアの方を募集します。未経
験者や主婦の方大歓迎です。
日時　毎週火曜日 9:00 ～
場所　各務野やさい実験農場
（鵜沼各務原町 3）
対象　市内在住の方
内容　野菜の栽培作
業全般（種まきから
収穫まで）
申込と詳細　9月 29日（必着）
までに「郵便番号・住所・氏名・
年齢・性別・電話番号」、メールは
件名に「やさいボランティア申込」
と明記し、 ▽メール＝nousei@ci
ty.kakamigahara.gifu.jp ▽はが
き＝〒504-8555那加桜町1-69、
農政課内各務野やさいプロジェ
クト事務局「やさいボランティア」
係☎ 058-383-1130

各務野やさい
ボランティアを募集

各務野各務野
ボランティアボランティア
情報情報

◆ぜひご参加を！

JICA海外ボランティア

　国際協力機構（JICA）は、世界
の開発途上国で現地の人々と同
じ生活をしながら、ともに働き、
国づくりに貢献するボランティ
アを募集しています。
対象　青年海外協力隊、シニア
海外ボランティア、日系社会
(青年・シニア)ボランティア
申込と詳細　10月1日～11月
8日に（社）青年海外協力協会中
部支部☎ 052-459-7229、ウェ
ブサイトwww.jica.go.jp

【初級中国語講座】
期間　10月18日～12月20日
の月曜日（全 10回）
講師　片岡愛・岐阜
聖徳学園大、東海学
院短大中国語講師
費用　8000 円
【初級韓国語講座】
期日　10月14日～12月16日の
木曜日 （全 10回）
講師　金

キムコンスン

坤先・市内在住韓国人
費用　8000 円
【共通事項】
時間　19:15 ～ 20:45
場所　産業文化センター（那加
桜町 2）
定員　各 20人（抽選）
備考　▷商工会議所・国際協会
会員は2000 円引き▷ 1人で複
数人の申込はできません
申込と詳細　9月 30日（必着）
までに「講座名、郵便番号、住所、
氏名、ふりがな、電話番号、会員
がどうか」を明記し、▷メール＝
kia@city.kakamigahara.gifu.
jp

△

往復はがき＝〒504-8555
那加桜町1-69、観光文化課内国
際協会事務局☎058-383-1426

初級中国語・
初級韓国語講座

　10月1日～7日は公証週間。
岐阜公証人合同役場では公証人
による公正証書作成相談を行い
ますのでご利用ください。
場所　蚕糸会館（岐阜市美江寺
町 2）
詳細　岐阜公証人合同役場☎05
8-263-6582

契約や遺言は
公正証書で

　年金事務所では、国民年金に
加入している方に、口座振替に
よる保険料の納付と割引された
保険料で納付する前納制度をお
すすめしています。
振替方法　通常は翌月引落とし
ですが、当月引落とし（早割）
にすると月50円（年間600円）
の割引です。また、現金納付よ
りも割引額が多い 6カ月前納・
1年前納もあります。
申込　納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印を持参し、
希望する金融機関または年金事
務所（岐阜市市橋2）へ
詳細　岐阜南年金事務所☎058-
273-6161

国民年金保険料の
口座振替・前納
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日時　10 月 1 日 (金)  9:30 ～
12:00
場所　産業文化センター 6 階
（那加桜町 2）
内容　不動産の価格・売買交換・
賃貸借・有効利用、その他不動
産に関する相談
詳細　(社)県不動産鑑定士協会
☎ 058-274-7181

不動産無料相談会

日時　10月1日（金）　13:30～
15:30
場所　総合福祉会館(那加桜町2)
対象　65歳未満の障がい者 (身
体・知的・精神 )の方や家族
内容　主に布をたたむ軽作業体
験。希望者には就労に関する個
別相談あり
申込と詳細　地域活動支援セン
ターザールせいすい☎ 058-23
5-6080

障がい者就労体験と
就労相談

　新年度（平成23
年4月）からの保育
所（園）入所の申込
受付が始まります。
申込期間　

△

子育て支援課＝10
月1日～29日　８:30～17:15

△

各保育所＝下表参照

平成 23年度
保育所（園）入所受付

保育所（園）受付日 受付時間
那加 6日 　9:30 ～ 11:30
那加中央 6日 14:00 ～ 16:00
尾崎 7日 14:00 ～ 16:00
中屋 8日 　9:00 ～ 10:00
更木 8日 14:00 ～ 16:00
雄飛ヶ丘 12日 　9:30 ～ 11:30
蘇原 12日 14:00 ～ 16:00
蘇原南 13日 14:00 ～ 16:00
鵜沼西 14日 　9:30 ～ 11:30
鵜沼中 14日 14:00 ～ 16:00
鵜沼東 15日 　9:30 ～ 11:30
川島東 15日 14:00 ～ 16:00
川島 19日 14:00 ～ 16:00
蘇原西 20日 　9:30 ～ 11:30
新生 21日 14:00 ～ 16:00
前宮 22日 　9:30 ～ 11:00
各務 22日 14:00 ～ 15:00

対象　市に住民登録され、その
家族が居宅内・外労働、母親の
出産・病気、同居親族の介護・
災害などの理由により保育がで
きない家庭
備考　

△

申込用紙は子育て支援
課、保育所に設置

△

入所案内は
上記のほか子ども館、川島振興
事務所、サービスセンターに設置
詳細　子育て支援課☎058-383-
1154

日時　10月14日（木）　9:30～
11:30
場所　県健康科学センター（那
加不動丘 1）
定員　150人（申込順）
内容　講演、応急手当講習など
申込と詳細　消防本部予防課☎
058-382-3137

女性防火クラブ員の
集い

　新たに支給対象となる世帯
（市から児童手当てを受給して
いた世帯で、中学校 2・3年生
の子どもがいる世帯、またはこ
れまで所得制限などで児童手当
を受給していなかった世帯）で、
今年 4月分から子ども手当を
受給するためには、9月 30 日
までの申請が必要となります。
　対象となる世帯には申請書な
どをお送りしています。申請が
済んでいるかご確認ください。
詳細　子育て支援課☎058-383-
1131

子ども手当ての
申請はお済みですか

　市内の事業所から排出される
廃棄物の資源・減量化、環境配
慮の促進に積極的に取り組んで
いる事業所を「環境行動優良事
業所」として認定します。
　認定された事業所に認定証と
ステッカーを交付し、取り組み
を市ウェブサイトや広報紙など
で周知して活動を支援します。
申込と詳細　9月21日～平成23
年 2月25日（必着）に申請書を
直接、環境政策課☎ 058-383-
4230

環境行動優良
事業所を募集します

日時　10月 3日 (日) 10:00～
16:00
場所　マーサ21（岐阜市正木中）
内容　遺言書、遺産分割協議書、
法人設立書類などの作成、自動
車登録、農地転用、その他許認
可申請などに関する相談
詳細　岐阜県行政書士会☎058-
263-6580

行政書士無料相談会

　10 月 1日より岐阜保健所で
の犬・ねこの引き取りが有料に
なります。
費用　

△
生後 91 日以上＝ 1頭

2000 円

△

生後 90 日以下＝ 1
頭 400 円
詳細　岐阜保健所☎ 058-380-
3003

犬・ねこ引き取りが
10月から有料化

　10 月 1日から浄化槽の新設
時に送風機停止警報装置の取り
付けが必要になります。
  警報装置の設置により送付機
の異常に速やかに気付くことが
でき、公共用水域の汚濁を未然
に防ぐことができます。
【県浄化槽生涯機能保証制度】
　浄化槽の正常な機能保障のた
め創設されました。詳細は保守
点検業者にお尋ねください。
詳細　県廃棄物対策課☎ 058-
272-8219

浄化槽の適正な設置を
お願いします
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　総合福祉会館周辺の市の有料
駐車場を利用し、2時間を超え
た方に駐車料補助券をお渡しし
ます。
対象となる健診など　広報紙の
記事の備考欄に記載
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

健康診査などに駐車料補助

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

医療機関 詳細

休日に
急病のとき

 10月の休日急病診療所
 ☎058-383-9151  
 （受付時間中のみ）

 那加桜町 2、総合福祉会館内 /3（日）・10（日）・11（祝）・17（日）・ 
 24（日）・31日 (日)
 いずれも 9:00 ～11:30、13:00 ～ 15:30/ 小児科・内科

 10月の歯科救急当番

  3 日（日）/松岡歯科医院☎ 058-371-0383/ 蘇原青雲町 4
 10 日（日）/まつもとデンタルクリニック☎ 058-380-6480/ 蘇原青雲町 5
 17 日（日）/ふかざわ歯科☎ 058-379-0321/ 鵜沼西町 1
 24 日（日）/ひまわり矯正・小児歯科☎ 058-382-9955/ 那加住吉町 2
 31 日（日）/ムトウ歯科医院☎ 058-370-0877/ 鵜沼山崎町 3
 いずれも9:00 ～15:00（開設日の診療時間中のみ）

夜間に
お子さんが
急病のとき

 小児夜間急病センター
 ☎ 058-251-1101

 岐阜市鹿島町 7-1( 岐阜市民病院内 )/月～土曜日 (祝日除く)
 19:30 ～23:00( 受付は 22:30 まで )/ 小児科 (対象は 15歳以下 )

 岐阜市休日急病診療所
 ☎ 058-253-7711

 岐阜市青柳町 5-3/ 日曜日・祝日　
 19:00 ～23:30( 受付は 23:00 まで )/ 小児科・内科

 小児急病センター
 ☎ 058-246-1111

 岐阜市野一色 4-6-1( 岐阜県総合医療センター救急外来 )　
 小児科 (対象は 15歳以下 )

休日や夜間などの急病のときは

期日　10月 27日（水）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　平成20年 10月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　コップ、子どもの歯ブ
ラシ、タオル、母子健康手帳、
歯の健康手帳、2歳児歯科教室
問診票（記入して持参）
備考　駐車料補助あり
詳細　健康管理課☎058-383-
1116

2 歳児歯科教室

期日　10月 22日（金）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

のびのび測定

期日　10月 19日（火）　 
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館(那加桜町2)
対象　中高年の方
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査
持参品　健康手帳
備考　栄養、歯科相談あり（要
電話予約）
申込と詳細　健康管理課☎058-
383-1115

10 月の健康相談 ことばの相談

　ことばや行動などに心配のあ
るお子さんの相談を行います。
日時　10月 1日（金）　9:30 ～
11:00（予約制）
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
備考　駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎058-
383-1116

　検診申込期限の 9月 30日ま
であとわずかです。定員になり
しだい受け付けを終了します。
【肺がん・結核検診】
期日　11月 12日までの指定日
検診受付時間　13:45～ 14:30
対象　市内在住 40歳以上の方
定員　1日 25人（申込順）
費用　▷40 ～64 歳＝1000円
（当日支払）▷65歳以上＝無料
【乳がん検診】
期日　平成23年1月28日まで
の指定日
検診受付時間　13:20～ 14:00
対象　市内在住40歳以上の女性
定員　1日 22人（申込順）
費用　1500 円（当日支払 )
【共通事項】
場所　東海中央病院人間ドック
棟（蘇原東島町 4）
受診方法　要事前予約
備考　▷両方同時に申込可▷生
活保護世帯の方は費用無料。事
前に印鑑を持参（浸透印不可)の
うえ健康管理課で手続きが必要
申込と詳細　9月 30日までに
健康管理課☎ 058-383-1115

肺がん・結核検診
乳がん検診
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　理学・作業療法士、栄養士、保
健師などによる健康相談です。
日時　10月12日（火）13:00～
（予約制）
詳細　福祉の里☎058-370-75
00

10 月の福祉の里
健康相談

日時　10月14日（木）13:30～
14:30（予約制）
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
申込と詳細　岐阜保健所☎058-
380-3004

精神科医による
こころの健康相談

　自殺の現状とその対策をテー
マにした講座です。
日時　10月6日（水）13:30 ～
14:30
場所　長森コミュニティセンター
（岐阜市前一色 1）
定員　50人（申込順）
講師　石井俊也・（社）岐阜病院
精神科医
備考　講演後、希望者にこころ
の健康相談を開催
申込と詳細　（社）岐阜病院☎
058-259-3366

心と身体の健康講座

日時　10月21日（木）
9:30～11:30
場所　総合福祉会館
（那加桜町２）
対象　分娩予定日が
平成23年１月1日～2月28日
の妊婦
内容　母と子の制度、母乳育児
の勧め、妊婦体操、リラックス
法、グループワーク
持参品　母子健康手帳、妊娠届
出時にお渡しした資料、筆記用具
備考　 ▽夫の参加可能 ▽動きや
すい服装 ▽駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎058-
383-1116

マタニティ－広場 2

【日本脳炎】
対象　 ▽1期 =3 歳～ 7歳 6カ
月未満 ▽ 2 期＝小学校 4年～
13 歳未満で平成 22 年 3 月末
までの 1期完了者
1期の接種機会を逃した方

▽積極的な勧奨を差し控えたこ
とにより接種できなかった方
（9歳～13歳未満）は、1期の不
足分（1～3回）が接種できます。
接種希望の方は指定医療機関に
予約し接種しましょう ▽予診票
兼接種券がない方は母子健康手
帳を持参の上、健康管理課へ ▽

7 歳 6 カ月～ 9歳未満の方は、
予防接種施行令で定める対象年
齢（9歳）に達するまで接種で
きません。ご了承ください。
2期の接種が再開しました
　２期に「乾燥細胞培養日本脳
炎ワクチン」が接種できるよう
になりました。
　１期完了者で接種希望の方
は、接種歴を確認のうえ、指定
医療機関に予約し、母子健康手
帳を持参して接種してくださ
い。予診票兼接種券は指定医療
機関に置いてあります。
【麻しん・風しん】
対象　 ▽第 1期＝1歳～2歳未
満 ▽第 2期＝小学校就学前の 1
年間（年長児） ▽第 3 期＝中
学校 1 年生 ▽ 第 4 期＝高校 3
年生に相当する年齢の方
備考　第3、4期は10月31日まで
【ジフテリア・破傷風（ＤＴ）2期】
対象　小学校 6年生
期間　10月 31日まで
備考　小学校 6 年生時に未接
種の方（13 歳未満）で、接種
希望の方は健康管理課へご相談
ください
【共通事項】

　市内指定医療機関で実施中で
す。予約し接種してください。
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

登録はお電話で
不用品交換銀行

　市民の方を対象に、一般家庭
で不用になった家庭用品など
で、まだ再利用できるものの情
報を登録して、希望する方に無
償で提供しています。
　登録は電話でできますので、
気軽にご利用ください。
【使ってください】△

大人用三輪車

△

簡易二つ折り
ベッド

△

ダブルベッド

△

たい焼
き器

△

ローラースケートセット
（サイズ 21～ 23センチ）
【さがしています】△

各種自転車

△

チャイルドシート△

キックボード

△

ぶら下がり健康器△

フルート
備考　

△

9月1日現在の状況
△

有効登録期間は 3カ月
詳細　環境政策課☎ 058-383-
4230

日程　▷鵜沼東福祉センター＝
10月18日～11月29日の月曜
日 9:15 ～ 10:45 ▷総合福祉会
館＝10月18日～11月29日の
月曜日 19:15～ 20:45▷蘇原福
祉センター＝10月19日～12月
7日の火曜日 13:15～ 14:45▷
那加福祉センター＝10月27日～
12月15日の水曜日 9:15～10:45
（各全 7回、祝日を除く）
対象　市内在住の
20～ 74歳
定員　各30人（抽選・
国保加入者優先）
講師　武藤孝子・各
務原健体康心会代表
申込と詳細　10 月 4日までに
医療保険課☎ 058-383-1099

気功で風邪予防
国保健康づくり講座

予防接種のお知らせ
日本脳炎2期も再開
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移動図書館さつき号
中央図書館 058-383-1122

● 10月の日程

主
な
文
化
施
設
一
覧

●中央図書館／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内 )
　9月 13日、21日、22日、24日、27日、10月 1日、4日、12日、13日、18日、25日は休館
　1・2・4階＝図書館本館☎ 058-383-1122、3階＝埋蔵文化財調査センター☎058-383-1123
●もりの本やさん☎ 058-370-7175／鵜沼字石山（日本ラインうぬまの森内 )／中央図書館に同じ休業
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8／中央図書館に同じ休業
●川島ほんの家 (川島会館内 ) ☎ 0586-89-2811 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館に同じ休業
●かかみがはら航空宇宙科学博物館☎ 058-386-8500 ／下切町 5／火曜日（祝日の場合は翌日）
●市民会館・文化ホール☎ 058-389-1818 ／蘇原中央町 2-1-8／月曜日（祝日を除く）

5
（火）

9:40 ～ 10:10 真墨田神社
10:30 ～ 11:00 貞照寺
13:30 ～ 14:00 加佐美神社
14:30 ～ 15:00 柿沢ふれあいセンター

6
（水）

9:40 ～ 10:20 つつじが丘ふれあいセンター①
10:40 ～ 11:10 鵜沼台中央公園
13:30 ～ 14:10 尾崎サービスセンター前①
14:30 ～ 15:10 東海学院大学短期大学部南

7
（木）

9:40 ～ 10:10 清住町公民館
10:40 ～ 11:10 月丘団地西側
13:30 ～ 14:00 JA西市場跡地
14:20 ～ 15:00 尾崎公園北側

14
（木）

9:40 ～ 10:10 鵜沼東福祉センター
10:30 ～ 11:10 新鵜沼台コミュニティーセンター①
13:30 ～ 14:00 稲羽東福祉センター
14:20 ～ 15:00 東ライフデザインセンター①

15
（金）

9:30 ～ 10:00 川島笠田町公民館
10:20 ～ 11:10 川島振興事務所西駐車場
13:30 ～ 14:00 大佐野町公民館
14:20 ～ 15:00 三井山官舎①

19
（火）

9:40 ～ 10:10 東山ニュータウンふれあい集会所
13:30 ～ 14:00 成清町公民館
14:20 ～ 15:00 稲羽西福祉センター

20
（水）

　9:30 ～ 10:00 尾崎南公園
10:20 ～ 11:00 琴が丘ふれあい会館
13:40 ～ 14:10 丸子公園南側
14:40 ～ 15:10 鵜沼福祉センター

21
（木）

9:30 ～ 10:00 那加地区体育館
10:30 ～ 11:00 尾崎サービスセンター前②
13:40 ～ 14:20 つつじが丘ふれあいセンター②
14:40 ～ 15:10 緑苑パブリックセンター南側

22
（金）

9:40 ～ 10:10 山の前公民館
10:30 ～ 11:10 松が丘松田北公園
13:30 ～ 14:00 蘇原福祉センター
14:30 ～ 15:00 各務福祉センター

26
（火）

9:40 ～ 10:10 弓道場
10:30 ～ 11:10 東ライフデザインセンター②
13:35 ～ 14:05 各務原区コミュニティーセンター
14:30 ～ 15:10 新鵜沼台コミュニティーセンター②

27
（水）

9:30 ～ 10:20 三井山官舎②
10:40 ～ 11:10 稲羽ふれあいセンター
13:40 ～ 14:10 緑苑西公園
14:30 ～ 15:10 おがせ公園

28
（木）

9:40 ～ 10:10 大伊木町ふれあいセンター
10:40 ～ 11:10 鵜沼南町会館
13:30 ～ 14:00 大野町熊野神社
14:30 ～ 15:00 慈光園

　 2010クラブ・サークル／
生涯学習発表会

　コーラスや楽器演奏、民踊などのステージ発表、
作品展示や、どなたでも参加できる１日講座などさ
まざまな催しを開催します。クラブ・サークルの日
ごろの活動成果をご覧ください。
◆中央ライフデザインセンター
（蘇原中央町2）☎ 058-389-1820
期日／ 10月 2日（土）、3日
（日）
場所／中央ライフデザインセ
ンター、市民会館
備考／蘇原中学校吹奏楽部の
演奏開催（2日オープニング）、
バザー（両日）
◆西ライフデザインセンター
（産業文化センター4階）☎058-383-1121
期日／ 10月 16日（土）、17日（日）
場所／西ライフデザインセンター、産業文化セン
ター 1階あすかホール・エントランスホール
備考／幼稚園児による「鼓隊演奏」開催（16日オー
プニング）、茶席、軽食などの販売（両日）
◆西ライフデザインセンター稲羽会場
（上戸町3）☎ 058-383-1121
期日／ 10月 30日（土）、31日（日）
場所／稲羽コミュニティセンター
備考／ライフカレッジ公開講座「いきいきコンサー
ト」開催（30日 13:30 ～）
◆東ライフデザインセンター
（鵜沼朝日町3）☎ 058-384-0507
期日／ 10月 30日（土）、31日（日）
場所／東ライフデザインセンター、陵南福祉センター
備考／「筑前琵琶の演奏」開催（30日オープニング）、
バザー（両日）
◆川島ライフデザインセンター
（川島河田町）☎0586-89-3686
期日／ 11月 6日（土）、7日
（日）
場所／川島ライフデザインセ
ンター、川島中学校体育館
備考／「濱島秀行ヴァイオ
リンコンサート」開催（7日
13:30 ～）、バザー（両日）
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所在地・休業日／右ページに掲載

中央図書館 
058-383-1122

●３階展示ホール
◆コンパクトデジタル写真教室　作品展
期間／ 9月 28日～ 10月 3日　9:00 ～ 17:00
ただし 28日は 13:00 ～、10月 3日は 16:00 まで
詳細／牧田☎ 058-382-7316

◆伊勢かたがみ愛好会　作品展
期間／ 10月 6日～ 10月 10日　9:00 ～ 17:00
ただし 10日は 15:00 まで
詳細／坂井☎ 058-389-7020

少年自然の家
058-370-5280

●ファミリー宿泊デー③
　家族でテント泊＆秋の自然体験

所在地／〒509-0143鵜沼小伊木町4-213
休業日／月曜日（祝日の場合は翌日も）、祝日

音楽の街　各務原音楽の街　各務原

●第 2回各務原音楽コンクール
　岐阜県在住または出身の演奏家が、音楽性や技
術を競います。レベルの高い演奏が聴ける機会で
す。ぜひ応援に来てください。
日時／ 9月 23日（祝・木）　
10:00 ～ 18:00
場所／文化ホール（蘇原中央町 2）
出場者／ピアノ、声楽、弦楽器（チェロ・ギター）、
管楽器（フルート・サクソフォン）、打楽器（マリンバ）
備考／ ▽一般公開（無料）で行います ▽演奏終了
後に審査結果発表と表彰式を行います
詳細／観光文化課☎ 058-383-1042

日時／10 月 30 日（土）10:00 ～31
日（日）14:00 の 1泊 2日 (4 食付）
対象／年中児～大学生の子どもを含む
2人以上の家族（年少児以下は参加不可）
定員／ 20家族（抽選）
内容／テント泊、草木染め、リングゴルフ、キャン
プファイアー、天体観察、野外炊事など
費用／高校生以上 3900円、中学生以下 3700円
申込／10月7日（必着）までに、はがきに「郵便番号、
住所、代表者氏名、電話番号、参加人数、申込者全
員の氏名、ふりがな、性別、10月 30日現在の年齢、
生年月日」を記入し、少年自然の家「ファミリー宿
泊デー③」係へ
備考／ 10月 13日の 17:00 ～キャンセル料発生

●図書館展示コーナー
◆中央図書館
読書週間　標語－気がつけば、もう降りる駅。
10 月 2日～ 11月 11日
　読書週間初日（10 月 27 日）の「文字・活字文
化の日」にちなみ、「手紙」の出てくる絵本や読み
物の本を展示します。
スポーツの本展　10月 2日～ 11月 11日
　いろいろなスポーツの本を展示します。
◆川島ほんの家
舞台芸術に親しむ本　10月 2日～ 11月 11日
　オペラ、演劇、歌舞伎の本などを展示します。
◆もりの本やさん
おまつりのおはなし　10月 2日～ 11月 11日
　パーティーやおまつりの絵本を展示します。
家族のきずなの本　10月 2日～ 11月 11日
◆中央ライフデザインセンター図書室
ミステリー小説展　10月 2日～ 11月 11日
　あなたが知らない、面白いミステリーがあります。

所在地・休業日／右ページに記載

市民会館・文化ホール
058-389-1818

●映画上映　ご縁玉～パリから大分～
10月 2日（土）　① 15:00 ～② 19:00 ～　
文化ホール 　
費用／ 500円（全席自由）
詳細／NPO法人各務原子ども劇場☎058-370-5893

●黒田征治ファンクラブ歌謡祭
10月 10日（日）　10:00 ～　文化ホール
詳細／黒田☎ 058-383-5340

所在地／産業文化センター6階
休業日／土・日曜日、祝日

観光文化課
058-383-1042

●市美術展開催
　広く一般から募集した日本画、洋画、彫刻・工芸、
デザイン・イラストレーション、書、写真の６部門
の入賞、入選作品を展示します。また、審査員や委
嘱作家の作品も同時に展示します。ぜひ、ご来場く
ださい。
期間／ 10 月 3 日～ 10 日　10:00 ～ 17:00、10
月 8日のみ 19:00 まで延長展示
場所／産業文化センター「あすかホール」、ロビー、
2階会議室
備考／ ▽表彰式は 10 月 3日　9:30 ～産業文化セ
ンター 4階第 2学習室 ▽講評会は表彰式後にあす
かホールで開催
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も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休
館

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
子
育
て
講
座

「
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
秋
コ
ー
ス
」

期
日　

▽
あ
さ
ひ
＝
10
月
8

日
・
11
月
12
日
・
12
月
10
日
▽

そ
は
ら
＝
10
月
22
日
・
11
月
26

日
・
12
月
24
日
▽
か
わ
し
ま
＝

10
月
15
日
・
11
月
19
日
・
12

月
17
日　

い
ず
れ
も
金
曜
日

０
・
１
歳
児
＝
10
時
〜
▽
２
・
３

歳
児
＝
10
時
30
分
〜

定
員　

各
15
組
（
申
込
順
）

申
込
開
始　

9
月
24
日

備
考　

春
・
夏
・
秋
・
冬
の
コ
ー

ス
の
う
ち
年
間
１
コ
ー
ス
の
み

●
子
育
て
講
座
「
保
健
講
座
」

日
時　

▽
11
月
5
日（
金
）＝
か

わ
し
ま
▽
10
日（
水
）＝
さ
く
ら

▽
11
日（
木
）＝
あ
さ
ひ
▽
17
日

（
水
）＝
そ
は
ら
▽
9
日（
火
）＝

う
ぬ
ま
東

時
間　

10
時
〜
11
時
30
分
（
う

ぬ
ま
東
の
み
11
時
ま
で
）

対
象　

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

内
容　

子
ど
も
の
健
康
、か
か
り

や
す
い
病
気
、怪
我
な
ど

定
員　
▽
さ
く
ら
、あ
さ

ひ
、そ
は
ら
、か
わ
し
ま

=

各
20
人
（
申
込
順
託

児
あ
り
）
▽
う
ぬ
ま=

親
子
で
実
施(

申
込
順) 

各
15
組

申
込
開
始　

10
月
12
日

【
共
通
事
項
】

申
込　

申
込
開
始
日
の
９
時
〜

各
子
ど
も
館
で
直
接
。
13
時
〜

電
話
で
も
受
付

●
10
月
の
移
動
子
ど
も
館

日
時　

10
月
12
日（
火
）　

10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

尾
崎
中
央
ふ
れ
あ
い
会

館
（
尾
崎
西
町
１
の
７
の
６
）

対
象　

地
域
の
乳
幼
児
の
親
子

（
乳
幼
児
の
み
で
の
入
館
不
可
）

　

最
近
、
地
球
温
暖
化
が
進
む

中
で
、
各
務
原
か
ら
き
れ
い
な

水
が
な
く
な
っ
た
ら
と
不
安
に

思
う
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。
僕

は
、
今
日
動
く
市
民
教
室
に
参

加
し
、
各
務
原
市
で
は
あ
り
え

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
に
行
っ
た
の
は

各
務
野
自
然
遺
産
の
森
で
し

た
。
そ
こ
で
境
川
の
一
部
の
源

流
を
見
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
源

流
付
近
は
森
林
だ
ら
け
で
、ま

だ
各
務
原
の
自
然
は
残
っ
て
い

る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の

自
然
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
な
ど
に
守
ら
れ
て
い
る
の

が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

次
に
北
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
行

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
リ
ユ
ー

ス
・
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
で
、
ご
み
を
す
ぐ
捨
て

ず
に
再
使
用
し
た
り
、
他
の
も

の
に
再
生
利
用
し
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
灰
を

ス
ラ
グ
や
メ
タ
ル
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で

す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

は「
も
っ
た
い
な
い
」の
精
神
が

大
切
と
い
う
説
明
が
あ
り
、
そ

の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
然
共
生
研
究
セ

ン
タ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
実
験
河
川
に
入
っ
て
、
タ

モ
で
魚
を
獲
り
観
察
し
ま
し

た
。
僕
は
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど

を
獲
り
ま
し
た
。
ま
た
、
川
に

い
る
虫
も
さ
が
し
ま
し
た
。
す

ご
く
珍
し
い
虫
も
い
ま
し
た

が
、
ヒ
ル
が
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
ヒ
ル
は
血
を
吸
う
と
聞
い

て
い
た
の
で「
大
丈
夫
で
す
か
」

と
聞
い
た
ら
「
こ
こ
の
ヒ
ル
は

吸
わ
な
い
」と
言
わ
れ
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。

　

最
後
は
水
道
施
設
で
し
た
。

こ
こ
で
は
山
梨
と
フ
ラ
ン
ス
の

水
と
、
各
務
原
の
水
道
水
の
３

種
類
か
ら
、
各
務
原
市
の
水
道

水
を
当
て
る
利
き
水
を
し
ま
し

た
。
地
下
水
を
使
っ
て
い
る
、

こ
こ
の
水
が
一
番
お
い
し
い
と

一
緒
に
参
加
し
た
妹
は
言
っ
て

い
ま
し
た
。
僕
は
各
務
原
の
水

は
お
い
し
く
て
、
全
国
で
も
有

名
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
日
一
日
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
を
ま
わ
り
、
ま
だ
自
然
は
こ

わ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
こ
の
環
境
を
守
っ

て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
て
僕
は
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

文
・
稲
羽
西
小
学
校
６
年 

永

縄
太
一
さ
ん
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み
ん
な
の
広
場
●

　

昨
年
3
月
、
鉄
砲
川
流
域
の

ミ
ツ
ヤ
池
か
ら
ホ
ウ
ス
モ
ト
池

に
か
け
て
河
跡
湖
公
園
が
オ
ー

プ
ン
。
以
後
、
地
域
の
皆
が
集

う
交
流
の
場
に
し
た
い
と
の
想

い
を
持
ち
活
動
す
る
河
跡
湖
公

園
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
結
成

さ
れ
た
。
そ
の
代
表
と
し
て
仲

間
と
共
に
清
掃
管
理
や
見
回
り

に
精
を
出
す
岩
田
鈔
次
さ
ん
。

　

旧
川
島
町
時
代
に
は
、
河
田

町
自
治
会
長
と
し
て
第
1
次
〜

第
3
次
全
町
公
園
化
構
想
に
関

わ
り
、
公
園
整
備
を
願
っ
て
き

た
。
合
併
後
の
公
園
構
想
に
も

地
元
で
の
調
整
に
尽
力
し
積
極

的
に
参
加
、
協
力
し
た
。

　

以
前
は
草
木
が
鬱う

っ
そ
う蒼
と
茂
り

不
審
者
も
出
た
河
跡
湖
。現
在
、

野
鳥
や
昆
虫
、
草
木
な
ど
の
自

然
の
良
さ
を
生
か
し
つ
つ
新
た

に
整
備
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
河
跡
湖
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
、
う
ど
ん
を
振
る
舞
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
、
皆
の
嬉

し
そ
う
な
笑
顔
に
接
し
、
も
っ

と
人
が
集
い
楽
し
め
る
場
に
と

考
え
た
。
偶
然
に
も
川
島
中
央

に
位
置
す
る
公
園
。
そ
の
立
地

を
生
か
し
「
子
ど
も
が
遊
び
そ

の
輪
に
高
齢
者
も
入
れ
る
よ
う

に
」、「
軽
ス
ポ
ー
ツ
交
流
は
ど
う

か
」な
ど
色
々
な
構
想
を
練
る
。

こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
は
、
長
く

体
育
指
導
員
を
務
め
、
今
は
県

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長

と
し
て
人
が
元
気
に
な
れ
る
交

流
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

き
た
岩
田
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
。

　

地
域
の
中
心
に
あ
る
公
園
に

人
が
集
え
ば
、
地
域
も
活
性
化

さ
れ
る
。
現
在
、
桜
の
季
節
に

何
か
イ
ベ
ン
ト
を
と
の
動
き
も

若
い
世
代
の
中
で
出
て
き
て
い

る
。「
こ
れ
か
ら
の
世
代
が
主
役

に
な
り
地
域
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
、自
分
は
仕
掛
人
と
な
り
、

支
え
た
い
」
と
岩
田
さ
ん
。

　

一
経
営
者
と
し
て
働
く
傍

か
た
わら
、

合
間
を
縫
っ
て
公
園
に
足
を
運

ぶ
岩
田
さ
ん
。
今
年
の
河
跡
湖

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
、
皆
の

笑
顔
に
出
会
う
こ
と
だ
ろ
う
。

福祉の街
みんな集合

保育所ボランティア保育所ボランティア「こあら会」「こあら会」

「
老
若
男
女
み
ん
な
が
集
う

　
　
　

地
域
交
流
の
場
に
し
て
い
き
た
い
」

川
島
河
跡
湖
公
園
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
代
表

岩
田
鈔し
ょ
う
じ次
さ
ん

　

私
た
ち
は
、
蘇
原
南
保
育
所

の
地
域
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

名
前
の
通
り
、こ
あ
ら
の
親

子
の
よ
う
に
子
ど
も
を
優
し
く

見
守
り
、一
緒
に
園
で
遊
び
、

子
ど
も
た
ち
も
、
活
動
日
を
楽

し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

手
遊
び
や
集
団
遊
び
で
は
、

手
を
取
り
合
い
触
れ
あ
う
こ
と

で
、
私
た
ち
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ

ま
す
。
毎
年
、
夏
祭
り
で
は
保

育
所
や
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
親
子
で
作
る
手
作

り
の
お
も
ち
ゃ
を
用
意
し
、
作

り
方
を
教
え
て
い
ま
す
。｢

今

年
は
ど
ん
な
お
も
ち
ゃ
か
な｣

と
子
ど
も
さ
ん
も
、
保
護
者
の

方
も
心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
る

よ
う
で
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

年
長
組
の
子
ど
も
を
中
心
に

七
夕
飾
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
を
一
緒
に
作
っ
た
折
に
は
、

丁
寧
に
教
え
た
り
、
ゆ
っ
く
り

と
話
を
聞
い
た
り
し
て
く
れ
る

と
好
評
の
よ
う
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、12
月
は｢

花
餅
作

り｣

。
子
ど
も
た
ち
は
私
た
ち

と
紅
白
の
お
餅
を
丸
め
て
完
成

さ
せ
ま
し
た
。ど
ん
な
活
動
の

時
も
「
見
て
て
」「
手
伝
っ
て
」

と
少
し
甘
え
る
子
ど
も
の
姿

に
、ニ
コ
ニ
コ
と
優
し
い
眼ま

な
ざ差

し
を
注
が
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
何
よ
り
、
私
た
ち

は
「
孫
と
遊
ん
で
い
る
よ
う
で

楽
し
い
」「
街
で
会
う
と
、
こ

あ
ら
会
の
お
ば
さ
ん
だ
と
声
を

掛
け
ら
れ
て
嬉
し
い
」
と
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
元

気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
が
多
い
中
、
私
た
ち

地
域
住
民
と
触
れ
合
う
ひ
と
時

が
、
子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
大
切
な
時
間
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

詳
細　

子
育
て
支
援
課
☎
０
５

８
（
３
８
３
）
１
１
１
１
内
線

２
５
１
８

17 広報かかみがはら 2010.9.15



木
曽
川
学
入
門
●

広報かかみがはら 2010.9.15　　　18

日
本
の
茶
の
歴
史

　

日
本
人
は
、
昔
か
ら
毎
日
お
茶
を
飲
む
風
習
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
、
お
茶
を
飲
む
風
習
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
建
久
２

年
（
１
１
９
１
）
に
、
禅
僧
の
栄
西
が
中
国
か
ら
チ
ャ

ノ
キ
の
種
子
を
持
ち
帰
り
、
製
茶
法
や
喫
茶
法
な
ど
の

「
喫
茶
養
生
記
」
を
記
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
チ
ャ

ノ
キ
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
お
茶

を
飲
む
風
習
が
各
地
に
広
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

最
近
は
、
脂
肪
の
吸
収
を
抑
え
る
効
果
の
あ
る
お
茶

が
話
題
と
な
り
、
健
康
ブ
ー
ム
も
手
伝
っ
て
多
種
多
様

の
お
茶
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ビ
ス
グ
サ
の
お
茶

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
エ
ビ
ス
グ
サ
の
名
前
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
漢
字
で
恵
比
寿
草
ま
た
は
夷
草

と
書
き
、
縁
起
の
よ
さ
そ
う
な
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
マ
メ

科
の
一
年
草
で
、
江
戸
時
代

に
中
国
経
由
で
日
本
に
入
っ

て
き
ま
し
た
。
エ
ビ
ス
グ
サ

の
名
前
は
一
般
的
で
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ハ
ブ
茶
と
い
え
ば

ご
存
じ
の
方
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
エ
ビ
ス
グ
サ
の
種

子
を
ハ
ブ
茶
と
言
い
、
地
方

に
よ
っ
て
は
種
子
の
形
か
ら
六
角
草
と
か
、
お
茶
と

し
て
利
用
す
る
の
で
茶
豆
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
尿
・
健
胃
・
整
腸
な
ど
の
作
用
が
あ
る
の
で
、

市
販
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
に
エ
ビ
ス
グ
サ
を
ブ

レ
ン
ド
し
た
商
品
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

目
に
効
く
種
子

　

エ
ビ
ス
グ
サ
の
種
子
の
こ
と
を
生
薬
名
、
決け
つ
め
い
し

明
子

と
言
い
ま
す
。
便
通
を
整
え
る
作
用
が
あ
り
、
便
秘
が

よ
く
な
っ
て
目
の
回
り
の
充
血
が
と
れ
視
界
が
は
っ

き
り
す
る
と
い
う
因
果
関
係
か
ら
決
明
子
と
い
う
生

薬
名
が
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

中
国
で
は
、
緑
内
障
・
白
内
障
・

と
り
目
な
ど
の
治
療
に
決
明
子
散

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
下
痢
ぎ
み
の
人
や
妊
娠
中

の
女
性
は
飲
用
を
控
え
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

文
・
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
・
苅
谷
辰
行
さ
ん

エ
ビ
ス
グ
サ　
生
薬
名
・
決け

つ

め

い

し

明
子

■
表
紙
の
説
明

　

鵜
沼
南
町
の
「
城
山
」
は
、
ツ
イ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
の
た
も
と
に
そ
び
え
る
丘
陵

で
、
独
特
の
姿
が
木
曽
川
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
そ
の
山
頂
に
大
沢
氏
が
城

主
を
務
め
た
「
鵜
沼
城
（
宇う

る

ま
留
摩
城
）」

と
い
う
山
城
が
あ
り
、
周
辺
に
は
堀
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

城
山
は
古
く
か
ら
主
要
な
街
道
近
く

に
位
置
し
、
ま
た
、
す
ぐ
下
流
に
は
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  各務原ワンコインコンサート in サマー 2010

　　　　　　　　　　　建具修繕ボランティア  

  国際交流バス旅行

　　　　　　　　　　　　　　　総合防災訓練

19　　　広報かかみがはら 2010.9.15

はじめての和楽器体験
　素晴らしい音楽を気軽にワンコイン（500 円）で
楽しんでもらおうと、5年前から開催されているワ
ンコインコンサート。市の登録アーティストなどが
出演し、バラエティ豊かな音楽を演奏しました。
　今年は初日の第 2ステージが終わった後で、箏や
尺八の和楽器体験も開催されました。めったに触る
機会のない和楽器を体験した皆さんは、簡単な音の
出し方を習い、最後に「さくらさくら」を合奏、「貴
重な体験ができた」と大満足でした。
（8月21日・22日　産業文化センターあすかホール）

修繕された教室で新学期を！
　学校の夏休み中に、小中学校の木製建具の不具合
を整備しようと、岐阜県建具工業協同組合各務原支
部の皆さんが、ボランティアで修繕を行いました。
　この活動は平成 3年から毎年続けられており、今
年は中央小学校と中央中学校で、教室の引き戸や下
駄箱、掃除道具入れなどをカンナやノコギリを使っ
て修繕しました。
　作業を行った皆さんは「新学期に子どもたちが、
修繕された教室や下駄箱などを見て喜んでくれるこ
とが一番うれしい」と話していました。　（8月17日）

楽しい思い出、いっぱい作ろう！
　市内の公立小学校児童とブラジル人学校の児童･
生徒の交流を深めようと、各務原国際協会が敦賀市
への日帰りバス旅行を開催しました。
　お互いのことをよく理解しようと、バスの中では
ボランティアの大学生が作った、それぞれの国の文
化などに関するクイズに挑戦。
　日本三大松原のひとつとして知られる「気比の松
原」がある松原海水浴場で、スイカ割りや海水浴を
いっしょに楽んだ子どもたちは、帰るころにはすっ
かり仲良くなっていました。　　　　　（8月19日）

地震発生！その時どうする？
　「市南部を震源とする震度 6強の地震が発生した」
との想定で、稲羽東小学校を主会場に市内すべての
小学校と稲羽中学校で、全市民参加型の総合防災訓
練が実施されました。
　当日は気温 35 度を超える猛暑日。うだるような
暑さにもかかわらず、約 6000 人の参加者は、ハソ
リ（大鍋）での炊き出し訓練、三角きんを使った応
急手当の訓練、飲料水の確保訓練、照明確保訓練な
どに真剣に取り組み、万が一の時に備えて意識を高
めました。　　　　　　　　　　　　　（8月22日）
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もともと絵を描くことが好きで始めた油絵。
描くのは風景画がほとんどです。

この絵は初夏の伊木の森を描いたもの。
同じ緑でも、日の光に透けて輝く緑、

陰になって色濃く映える緑など
さまざまな自然の表情を表現しました。
作品は展示会のほか福祉施設にも展示、
皆さんに喜んでもらえるのが嬉しいです。

民ギャラリー市
油絵「陽

ひ

のさすみち」
加藤美帆さん・鵜沼南町6

編集発行●各務原市役所都市戦略部秘書広報課　住所●504-8555岐阜県各務原市那加桜町１の69

電話●058-383-1111（代） ウェブサイト● http://www.city.kakamigahara.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト● http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp/

市人口 /149,616人〔男 73,963人 女 75,653人〕世帯数 /55,258世帯　（平成22年８月 1日現在）

これから家族みんなで楽しいことたくさ
んしようね！ 2人の笑顔が大好きダヨ♡
（お父さんの敦司さん、お母さんの由子さ
ん・鵜沼小伊木町 1）

毎日元気いっぱいで圧倒されっぱなしだ
けど、楽しい日々をありがとう！（お父
さんの哲さん、お母さんの恵さん・鵜沼
朝日町 4）

廣江　優
ゆう

くん　　（Ｈ 18．4．5生）

　　　亮
りょうま

磨くん（Ｈ 21．11．19生）
前田　絢

あや

音
ね

ちゃん（Ｈ 19．6．10生）

　　　奏
かなた

くん　　　（Ｈ 20．9．　5 生）
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